
おすすめの本

むかし、70さいになったおとしよりをやまにすてるきまりがありました。ある日、となりのくにからむずかしいなぞな

ぞがとどきました。だれもわからないもんだいをといたのは、やまからこっそりつれもどしたおとしよりでした。さて、

このあとおとしよりはどうなるのでしょうか…？

くにをすくったのは、おとしよりのちえでした

長野県
の昔話 「うばすて山」

むかし、びょうきのおかあさんと３にんのおとこのこがいました。おかあさんが「たべたい」といったやまなしをとりに

やまおくへいくと、３つにわかれたみちのまんなかで「いけっちゃ　かさかさ　いくなっちゃ　かさかさ」と３ぼんの

ささのはがおしえてくれますが…。さて、ぶじにやまなしをとることはできたのでしょうか。

ふしぎなこえのするほうへいくと…

日本の
昔話 「なしとりきょうだい」

おじいさんとおばあさんにだいじにそだてられたねこがいました。あるひ、納屋（なや）でだいじなまめをねずみがひ

ろっているのをはっけんしました。ねずみに「おかあさんがげんきになるまでまってほしい」といわれたねこは、そのあ

とどうしたでしょうか…？

ねこのやさしさになみだがポロリ

「ねことねずみ」
日本の
昔話

へいさんのいえに、ともだちがたくさんあつまりました。「へびがこわい」「ありがにがて」と、みんなくちぐちに、にがて

なものをいいあいました。まっちゃんがこわいものは、なんとまんじゅう。まんじゅうをまくらもとにおかれたまっ

ちゃんは、おきたらどうしたのでしょうか。

人は、それぞれいろいろなことをかんがえるものです

日本の
昔話 「まんじゅうこわい」
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こんな本も読んでみましょう


